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I章後継牛づくりへのアプローチ
⑥新たな遺伝標識を活用した後継牛づくりの実践と可能性

増田豊

j.-遺伝標識とは

せっかく後継牛づくりをするのなら、逃伝的

に優れた個体を多く確保したいものです。並立伝

的能力の俊劣は、その個体がどのくらい良い逃

伝子を持っているかによって決まります。大抵

の形質では、何種類もの逃伝子が影響するので、

それらすべてが優良であれば最善の巡伝能力を

持つことになります。もし、その個体が持つ逃

伝子を全部調べることができれば、逃伝能力を

ダイレクトに知ることができます。しかし、現

在の技術は、そこまで到達していません。でも、

何とかして、それに近いことはできないでしょ

うか。

体毛や皮脂など、体を構成する細胞の 1個 l

細胞

個に、その個体の全逃伝情報が含まれています。

具体的には、各細胞に含まれる DNAという物

体が、巡伝情報を保持しています。このDNA

の桝成が、個体によって少しずつ迷うため、そ

れが遺伝的な違いとなって発現します(図 1)。

一般に、同じ品種であれば持っている DNA構

成の99.9%以上は一致するといわれています。

つまり、各個体の逃伝的な能力差は、たった

0.1%の違いによって生じています。 言い換え

れば、 DNAの特定部分だけを調べれば、逃伝

的に優れた個体を発見できるはずです。

DNAは、小さいブロックが連結した構造に

なっていますが、あまりに紺1，、ため糸のように

見えます。このうちの特定の部分が逃伝子とし

て機能しますが、残りは何の意味もない領域で

す。いま、ある 2個体のDNAを並べて調べて

みましょう。大部分が一致しますが、とこ

ろどころ巡っています(図2)。このような

違いはDNA上に広く点在しており、 一説

には 100万カ所以上あると考えられていま

す。これが遺伝標識であり、個体の巡伝的

特徴を表すために利用できます。

現在のところ、後継牛づくりに遺伝標識

を生かそうとすると、かなり限定的な使い

方になります。しかし、この分野では毎年

のように技術革新が起きており、予惣より

も早く画期的な利用法が普及するかもしれ

ません。そこで、遺伝標識が実際に利用で

きる例だけでなく、将来的にどのようなこ

とが可能になるか、そ

の可能性についても述

べたいと思います。

具体的には、次の

三つの話題を取りよげ

ます。

-遺伝標識活用の実

践例として 巡伝病診

断

将来的な活用の可

能性として 経済形質

DNA剛内4・・令町内
99.9%が共通

図 1 共通な DNA

、、』島
•• 

，，
 

• 
• • • • • • • 

・・・

(DNAの拡大図)
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図2 DNA備成の個体差(遺伝標識)
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